





































22日） まで、 四十八種が所収されている。その中には 「 （日























一回の萩の の稽古日の出来事を記していく。しかし、例えば「人々の御点いか成しかおほえす」 （２月５日） 、 「此日いかゝなりしかおほえす」 （２月
26日）といった記事を
みれば、 「日記」が記憶を元に、後に纏め書きされたものであることが分かる。また、 全体を貫くのは自分の歌が選ばれたと う晴れがましい出来 を書き残しておこうといった意識であり、記録という形式を借りた〈我が成長の物語〉が企図されている。






























































































































































































































































































































































































































































































































































【図８】（15日末尾～ 19日冒頭） 【図７】（11日～ 15日）
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書いたのであろう。この改ページを余白の目安とする方法は、先 「につ記」 （ 【図７】 ）にも見られる。
繰り返せば、日記は書く必要があると判断された事柄の
みが記される装置である。しかし同時に 毎日の記録を記す装置でもある。 こうした判断を前提に一葉は、 「ことなし」「無事」さらに天気のみ、空白、といった方法で、毎日〈欠
































































































 「 〈雪の日〉―一葉日記における天気記述を巡って―」 （ 『国文学攷』第一七六・ 一七七合併号
　
平
15年３月）
（たなだ
　
てるよし・実践女子大学教授）
